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2020.5
熊本県山都町議会

3月定例会

第36号
議会だより

美しい山都町の星空をいつまでも・・・
表紙写真　『星降る夜になったら』

間質性肺炎という難病を患い、昨年、若くして亡くなられた菊池一哲さん
（矢部地区城平）の作品で、2019年「第14回山都町写真コンテスト」の
最優秀賞を受賞しています。



3月定例会

行
す
る
た
め
に
、機
械
類
、中
継
ア
ン
テ
ナ
、

中
継
局
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
を
整
備
す
る
。

問（
藤
川
多
）　

鮎
の
瀬
交
流
館
で
は
、複

数
回
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、過
去
の
課
題
の
検
証
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
） 

　
地
域
の
事
は
何

で
も
頼
む
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、過
去

の
課
題
も
地
域
で
し
っ
か
り
と
ら
え
て
い

た
だ
い
て
、鮎
の
瀬
交
流
館
の
活
性
化
を

第
一
目
的
に
し
て
募
集
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
民
生
費
】

問（
西
田
）　

ゴ
ミ
処
理
経
費
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

答（
環
境
水
道
課
長
）　 

ゴ
ミ
の
持
ち
込

み
手
数
料
や
、有
料
ゴ
ミ
袋
、有
価
物
の

販
売
手
数
料
な
ど
の
収
入
を
充
当
す
る

こ
と
に
よ
り
、経
費
の
削
減
と
な
っ
た
。

問（
藤
川
多
）　

健
康
増
進
に
対
す
る
町

の
考
え
は
。

答（
町
長
）　
全
て
の
町
民
が
明
る
く
健

康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

は
当
然
だ
が
、ま
ず
は
、高
齢
者
が
農
作

業
を
通
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

問（
矢
仁
田
）　

有
害
獣
対
策
で
、里
山

整
備
や
ハ
ン
タ
ー
育
成
へ
の
予
算
立
て
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
里
山
整
備
を
進
め
た
い
。ハ

ン
タ
ー
育
成
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

問（
眞
原
）　

ジ
ビ
エ
工
房
や
ま
と
に
対

し
て
の
委
託
料
は
、協
力
隊
が
辞
め
た
後

の
人
件
費
を
含
む
の
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　
新
た
な
パ
ー
ト

従
業
員
を
雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

人
件
費
を
含
ん
で
い
る
。

問（
興
梠
）　

日
本
型
直
接
支
払
交
付
事

業
に
取
り
組
め
な
い
農
業
者
へ
の
支
援
策

は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　
地
震
後
は
、災

害
復
旧
を
優
先
し
て
い
た
が
、今
後
は
状

況
を
見
な
が
ら
予
算
計
上
し
て
い
き
た
い
。

【
商
工
費
】

問（
中
村
）　

地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
仕
事
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
㈱
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
の
小
山
氏
に
は
企
業
誘
致
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
、ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
㈱
の
熊
本

氏
に
は
道
の
駅
整
備
に
つ
い
て
の
助
言
を
、

下
田
氏
に
は
東
京
事
務
所
と
の
意
見
交

換
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問（
西
田
）　

造
り
物
小
屋
の
整
備
費
が

従
来
に
比
べ
て
高
額
に
な
っ
て
い
る
が
、そ

の
根
拠
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
下
馬
尾
の

建
設
用
地
が
、土
地
の
構
造
上
基
礎
を

強
固
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

【
総
務
費
】

問（
西
田
）　

防
災
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
の
内
容
は
。

答（
総
務
課
長
）　
現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル
波
に
移

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、総
額
１
１
８
億
８
，４
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
災
害
復
旧
に
目
処
が
立
ち
、昨
年
度
比
、２０
億
円

弱
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。災
害
復
旧
は
昨
年
度
の
繰
越
し
と
合

わ
せ
て
、早
期
完
了
に
努
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。本
議
案
に
対
す

る
質
疑
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

総務費
19億621万3千円

16.0％

民生費
30億8,539万円

26.0％

消防費
3億8,648万5千円

3.3％

教育費
8億7,547万3千円

7.4％

災害復旧費
7億711万8千円

6.0％

公債費
9億5,578万5千円

8.0％

諸支出金
3,516万円
0.3％

予備費
3,000万円
0.3％ 議会費

9,313万円
0.8％

衛生費
10億1,546万4千円

8.5％

商工費ほか
5億3,410万9千円

4.5％

土木費
11億862万5千円

9.3％

農林水産業費
11億5,104万8千円

9.7％

歳出目的別

118億
8,400万円

歳出総額の目的別グラフ

令和2年第1回定例会は、3月9日に開会し、13日に閉会しま
した。条例11件、補正予算7件、新年度予算8件、その他2件
を可決し、人事案件4件について同意しました。新型コロナウイ
ルス感染症対策のため、一般質問は取りやめました。
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一般会計予算

【総務費】
・防災無線デジタル化事業

１億５,８６９万７千円
・山の都創造ファンド事業費

２,１０１万６千円
・地方創生総合戦略費

農産物ブランド化事業/山都経営塾
/東京事務所/矢部高校魅力化等へ
の委託料など

３,５２３万円

【民生費】
・人権センター運営費

２,５８３万９千円
・私立保育園運営負担金

３億６,００７万４千円
・学童保育運営補助金

２,６３１万１千円

【衛生費】
・千寿苑 樋改修工事費

１,０００万円

【土木費】
・道路維持工事

３,６００万円
・道路改良工事等

５億１,６２０万円
・橋梁点検・補修委託料

５,８３０万６千円
・木造仮設住宅移築事業費

１億４,０６０万円

【商工費】
・八朔祭大造り物小屋工事
（下馬尾・仲町下）

２,９１５万４千円
・通潤橋復興記念イベント事業
  （ふるさと応援基金充当）

１，３５５万９千円
・新道の駅整備事業委託料

５,６３６万９千円

【農林水産業費】
・中島地区用水路整備計画調査
　委託料（障害防止事業）

４,７００万円
・中山間地域総合整備事業負担金

４,１１９万５千円
・鳥獣処理加工施設管理委託料

５５０万円
・日本型直接支払事業費

５億６,２２７万２千円

【教育費】
・小中学校校舎改修工事等

２,５０６万８千円
・矢部高校進学者助成金

６７５万５千円
・新総合体育館実施設計業務委託料

９,５３１万５千円
・新総合体育館
  建設事業用地造成工事

８,２７４万６千円

部
を
予
定
し
て
い
る
。

問（
藤
原
）　
道
路
の
改
良
は
町
民
の

要
望
が
多
い
が
、今
後
の
考
え
方
は
。

答（
建
設
課
長
）　
要
望
が
多
い
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、老
朽
化
し
た
道

路
や
橋
、ト
ン
ネ
ル
等
の
整
備
に
重
点

を
置
く
必
要
が
あ
る
。町
民
の
安
心
安

全
に
配
慮
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

【
教
育
費
】

問（
後
藤
）　

体
育
館
建
設
の
進
め
方

は
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
、様
々
な
提
案
を
受
け
入
れ
て

検
討
し
た
い
。

問（
矢
仁
田
）　

人
権
教
育
予
算
が
、約

４
０
０
０
万
円
計
上
さ
れ
た
。他
の
自

治
体
に
比
べ
て
高
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）　
部
落
差
別
を

は
じ
め
、す
べ
て
の
差
別
を
な
く
す
た
め

に
必
要
な
予
算
と
認
識
し
て
い
る
。

問（
眞
原
）　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
計
画
は
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）　
新
体
育
館
建

設
と
共
に
、町
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、総
合
的
な
整
備
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

問（
吉
川
）　

通
潤
橋
放
水
再
開
へ

向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、約
１
，

３
５
０
万
円
の
予
算
だ
が
、平
常
の
観

光
客
向
け
対
策
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
現
在
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
増
刷
や
、新
版
を
作
る

予
定
で
あ
る
。

【
土
木
費
】

問（
西
田
）　

県
か
ら
譲
渡
さ
れ
る
木

造
仮
設
住
宅
の
移
築
先
は
。

答（
建
設
課
長
）　
通
潤
山
荘
職
員
駐

車
場
付
近
、大
川
団
地
、南
田
団
地
の
一

その他の経費
47億

7,693万9千円
40.2％

義務的経費
43億

6,652万千円
36.7％

投資的経費
27億4,054万円

23.1％

歳出性質別

人件費
20億1,624万2千円

17.0％

普通建設事業費
20億1,558万8千円

17.0％

災害復旧事業費
7億2,495万2千円

6.1％

物件費
16億1,659万7千円

13.6％

維持補修費
8,861万円
0.7％

補助費等
18億1,179万8千円

15.2％

繰出金
11億9,171万4千円

10.0％

予備費
3,000万円
3.0％

積立金
3,516万円
0.3％

貸付金
306万円
0.0％

扶助費
13億9,4449万

4千円
11.7％

公債費 
9億5,578万5千円

8.0％

118億
8,400万円

歳
出
総
額
の
性
質
別
グ
ラ
フ
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特別会計予算・その他

その他の事業会計 当初予算

令和2年度山都町特別会計当初予算

繰 入 金 7,702万円

7,702万５千円

分 担 金 及 び 負 担 金 21万円

使 用 料 及 び 手 数 料 210万円

国 庫 支 出 金 180万円

繰 入 金 554万円

繰 越 金 150万円

1,116万４千円

医 業 収 益 9億6,763万円

医 業 外 収 益
（ 主 に 町 繰 入 金 ） 1億6,456万円

11億3,219万５千円

営 業 収 益 1億7,442万円

営 業 外 収 益
（ 主 に 町 繰 入 金 ） 2億7,861万円

4億5,304万５千円

後期高齢者医療保険料 1億6,242万円

使 用 料 及 び 手 数 料 50万円

繰 入 金 1億201万円

諸 収 入 70万円

2億6,519万３千円

国 民 健 康 保 険 税 5億301万円

使 用 料 及 び 手 数 料 10万円

国 庫 支 出 金 155万円

県 支 出 金 17億8,848万円

繰 入 金 1億7,824万円

繰 越 金 1,000万円

諸 収 入 547万円

24億8,688万２千円

29億9,22１万1千円
保 険 料 4億7,681万円

使 用 料 及 び 手 数 料 76万円

国 庫 支 出 金 8億299万円

支 払 基 金 交 付 金 7億6,020万円

県 支 出 金 4億1,461万円

繰 入 金 4億1,714万円

繰 越 金 1億円

諸 収 入 1,966万円

 【国民宿舎特別会計】

 【簡易水道特別会計】

 【病院事業会計】

 【水道事業会計】

 【後期高齢者医療特別会計】

 【国民健康保険特別会計】

 【介護保険特別会計】

　令和２年度、山都町特別会計とその他の当初予算については以下のとおりです。町の会計は、政策
が一貫して見通せるように単一の会計で処理するのが望ましいところですが、事業の特殊性や施策の
明確化を図るために、特別会計として処理します。山都町には５つの特別会計と水道と病院の事業会
計予算があります。それぞれの予算について財源の内訳を示してみました。金額は主なものです。
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補正予算

服掛松キャンプ場のロッジ

改修する通潤山荘の和室

問（
後
藤
）　

服
掛
松
キ
ャ
ン
プ
場
の

ロ
ッ
ジ
建
設
の
内
容
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
ロ
ッ
ジ
は

施
設
内
に
10
棟
あ
り
、熊
本
地
震
の

影
響
で
利
用
が
危
険
な
状
態
だ
っ
た

た
め
解
体
す
る
。場
所
を
移
し
、炊
事

棟
の
付
近
に
５
棟
建
設
す
る
。

問（
後
藤
）　

道
の
駅
整
備
事
業
道

路
交
差
点
協
議
用
図
面
作
成
委
託
料

の
内
容
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
現
在
、高

速
道
路
の
出
口
付
近
を
、十
字
の
交

差
点
に
す
べ
く
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
各
町
道
の
詳
細
設
計
を

委
託
す
る
も
の
。

問（
吉
川
）　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
建
築
物
整
備
促
進
事
業
補
助
金
は

２
０
０
万
円
減
額
だ
が
。

答（
企
画
政
策
課
長
）　
店
舗
等
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
国
と
町
で
３
分
の
１

ず
つ
補
助
す
る
も
の
だ
が
、今
年
度
は

申
請
が
な
か
っ
た
た
め
減
額
補
正
す
る
。

問（
後
藤
）　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整

備
工
事
の
内
容
は
。

答（
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
の
校
舎

内
に
10
ギ
ガ
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
と
、

教
室
に
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設

置
す
る
。タ
ブ
レ
ッ
ト
充
電
保
管
庫
の

整
備
も
行
う
。令
和
２
年
度
中
の
完

了
を
目
指
す
。

問（
西
田
）　

熊
本
市
は
セ
ル
ラ
ー
型

を
導
入
し
、屋
外
や
自
宅
学
習
に
も

活
用
し
て
い
る
が
。

答（
学
校
教
育
課
長
）　
熊
本
市
は

通
信
環
境
が
良
好
で
あ
り
セ
ル
ラ
ー

型
の
利
点
が
大
き
い
。山
都
町
は
地

理
的
事
情
で
電
波
受
信
が
不
安
定
で
、

小
中
学
校
ご
と
の
回
線
速
度
の
差
が

大
き
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。ま
た
、

Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
通
信
費
は
国
の
補
助
対
象

で
は
な
く
、良
好
な
通
信
環
境
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
勘
案
す
る
と
、無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
整
備
が
望
ま
し
い
と

判
断
し
た
。

問（
中
村
）　

矢
部
高
校
学
生
寮
改

修
助
成
だ
が
、来
年
の
寮
生
増
に
は

ど
う
対
処
す
る
か
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
は
、

住
民
や
、特
に
同
窓
会
が
力
を
入
れ
て

や
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）　
地
域
住
民

が
立
ち
上
げ
た
県
立
高
校
支
援
事
業

で
あ
り
、町
も
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
た
い
。今
年
１
月
か
ら
寮
の
運
営

委
員
会
が
設
置
さ
れ
同
窓
会
も
参
加

し
て
い
る
。地
元
住
民
や
Ｏ
Ｂ
た
ち
か

ら
の
様
々
な
形
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
や
、今
後
の
寮
生
増

加
の
対
策
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問（
西
田
）　
12
室
の
改
修
だ
と

一
部
屋
６
０
０
万
円
。財
源
の
半

分
は
国
だ
が
も
う
半
分
は
地
方

債
。本
当
に
必
要
な
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
工
事

費
は
概
略
の
設
計
を
し
て
い
る

段
階
で
、新
年
度
に
詳
細
設
計

を
積
算
す
る
。で
き
る
だ
け
経
費

を
抑
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

問（
眞
原
）　

施
設
整
備
当
初

と
は
運
用
目
的
が
変
わ
っ
た
の

か
。こ
れ
だ
け
の
投
資
を
回
収
す

る
見
込
み
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
推
進
が
目
的
で

あ
り
、大
浴
場
に
入
る
習
慣
が

な
い
台
湾
な
ど
海
外
か
ら
の
誘

客
を
見
据
え
た
改
修
で
あ
る
。イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の
営
業
で
は
浴

室
付
き
の
個
室
の
有
無
が
影
響

す
る
の
で
、こ
れ
を
増
設
す
る
。

令和元年度一般会計補正予算

令和元年度国民宿舎特別会計補正予算

　令和元年度一般会計予算は1億1,100万円を追加し、総額を150億4,000万円としました。主な内
容は以下のとおりです。

　令和元年度国民宿舎特別会計予算は、7,273万円を追加し、総額を1億4,623万円としました。内
容は以下のとおりです。

総務費
ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業補助金 -200万円
地籍調査費 2,834万円

民生費 保育所運営費負担金 4,974万円
農林水産業費 林道補修工事請負費 630万円

商工費
服掛松キャンプ場ロッジ建設費 4,479万円
道の駅整備事業道路交差点協議用図面作成委託料 893万円

教育費
学校情報通信ネットワーク環境整備工事請負費 8,989万円
矢部高校生徒用学生寮施設改修助成金 470万円

国民宿舎事業費用 客室改修工事費 7,273万円

通潤山荘の客室33室のうち、
浴室のない23室中12室に浴
室を整備するもの
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特　集

令和の大型事業  いよいよ本稼働 新道の駅整備事業

町の玄関口  整備を急ピッチで！
他町村に比べ観光資源に恵まれる反面、来訪者

を迎え入れる仕掛けの整備は遅れを取っている山
都町。

九州中央道の矢部までの延伸が目前となった
今、インターチェンジ前に町の玄関口となる道の
駅を急ピッチで整備する必要があります。

〇
な
ぜ
道
の
駅
整
備
？
〇

　
九
州
中
央
道
は
、高
規
格
道

路
の
た
め
、Ｓ
Ａ
や
Ｐ
Ａ
が
整
備

さ
れ
ま
せ
ん
。イ
ン
タ
ー
前
の
道

の
駅
整
備
は
、道
路
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
だ
け
で
な
く
、ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
と
し
て
、町

の
Ｐ
Ｒ
、町
内
観
光
施
設
へ
の
誘

導
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア

で
あ
る
こ
と
か
ら
、町
民
も
使
え

る
施
設
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

〇
高
ま
る
期
待
〇

　
平
成
29
年
12
月
に
、供
用
開

始
し
た
山
都
中
島
西
Ｉ
Ｃ
は
、そ

の
利
便
性
の
高
さ
か
ら
予
想
を

大
き
く
上
回
る
利
用
状
況
で
す
。

矢
部
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）ま
で
延
び
れ

ば
、更
に
利
用
者
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
、宿
泊
や
飲
食
等
、観
光

商
業
施
設
へ
の
案
内
機
能
に
対

す
る
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。山
都

町
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
効
果

的
に
案
内
で
き
る
施
設
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

R2 R3 R4

スケジュール概要

基本設計
実施設計

本工事

予定地は高速バスの停留所もあり、幅広い利用者を見込んでいる

基本設計策定業務委託料 644万円新道の駅に求める機能について多面的に検討するもの

図面作成委託料 893万円インターチェンジ交差点の協議に向けた図面作成で、本年度も継続中

不動産鑑定委託料 254万円用地決定の後、実施する

道の駅整備基本設計委託料 2,800万円企画・地質調査・運営計画なども含まれる

道の駅整備実施設計委託料 2,836万円建築実施設計

昨年度の事業費

今年度に計上された事業費

九州中央自動車道計画

嘉
島
J
C
T 小

池
高
山
Ｉ
Ｃ

山
都
中
島
西
Ｉ
Ｃ

上
野
吉
無
田
Ｉ
Ｃ

北
中
島
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

矢
部
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

蘇
陽
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

五
ヶ
瀬
西
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

計画段階評価

五
ヶ
瀬
東
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

延
岡
J
C
T 

Ｉ
C

嘉島JCT〜矢部　延長 23.0km

熊本県　約44km（うち共用12.6㎞28.6%）
宮崎県　約51km

（うち共用15.9㎞31.2%）

蘇陽〜五ヶ瀬東
延長 7.9km

九 州 中 央 自 動 車 道  約95km
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特　集

特集 令和の大型事業  いよいよ本稼働総合体育館建設事業

住民の期待受け整備加速化
ようやくと言って良いでしょう。昨年度から用地

の立木伐採が始まり、進捗が目に見えるようにな
りました。

施設の整備計画はこれから本格化します。本事
業は、体育館だけではなく、総合運動・防災エリアを
兼ねる構想です。新しい体育館は、多くの機能が求
められているなか、最適なパッケージを見出す作
業を丁寧に進めていただきたいものです。

〇
周
辺
整
備
計
画
〇

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

　
天
然
芝
の
公
認
コ
ー
ス
を
整
備
の
予
定
。

◎
駐
車
場

広
い
駐
車
場
の
整
備
は
大
会
誘
致
への
重
要
条
件
で
あ
り
、ま
た
、防
災
拠
点
と

し
て
の
必
要
性
か
ら
も
重
要
。

◎
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

　
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
広
場
を
。

◎
用
途
未
定
地

用
途
未
定
地
に
つ
い
て
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
決
定
す
る
。人

工
芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
求
め
る
声
も
多
い
。

〇
体
育
館
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
〇

◎
町
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て

◦
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
公
式
戦
等
に
対
応

◦
ア
リ
ー
ナ・
更
衣
室
・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
の
完
備

◦
多
様
な
町
イ
ベン
ト
に
対
応
で
き
る
ス

ペー
ス
の
確
保

◎
防
災
拠
点
と
し
て

◦
空
調
と
耐
震
性

◦
自
家
発
電
機
・
貯
水
槽
の
整
備

◦
緊
急
時
の
救
援
物
資
の
十
分
な
保
管

ス
ペー
ス

◦
ユニ
バ
ー
サ
ル
な
視
点
で
の
設
計

用地測量委託料 1,870万円グラウンド周辺整備計画における測量

地質調査委託料 889万円 5か所の地質調査

立木伐採委託料 460万円総合体育館建設予定地の立木を伐採

体育館実施設計委託料 9,531万円体育館建設の実施設計

設計技術提案委託料 25万円複数の企画提案から業者選定を行うプロポーザル方式をとる

用地造成工事 8,274万円総合体育館建設の用地造成

進入路造成工事 1,348万円町営グラウンド南側の進入路

町営中央グラウンド周辺整備計画（イメージ）

昨年度の事業費

今年度に計上された事業費

用途未定 体育館

アスレチック広場

グラウンド
ゴルフ場

中央グラウンド

県道南田内大臣線 畜協
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《移住・定住者を応援します》
◦遊休地を利用して住宅を整備します。
◦空き家バンクの利用拡大を図ります。
◦山都町らしい自然景観の維持に努め、住

みたい町となるよう魅力を発信します。
◦新規就農者の支援をします。

《高齢者の生活を応援します》
◦農作業で健康増進を支援します。
◦利便性の高い交通網を形成します。
◦病気の重症化予防の取り組みを進めます。
（住民健診受診率アップ・健康相談・認知症
予防教室などの開催）

◦「通いの場」の実施個所を増やします。

《産業を創出・維持する人を応援します》
◦集落営農の組織の増加を支援します。
◦高速開通で利便性が高まる山都町への企

業誘致を推進します。
◦商店街の店舗改修等への助成を拡充しま

す。

《子育て世代を応援します》
◦子育て支援センターの機能を充実します。
◦学校教育のＩＣＴ化を進めます。
◦新体育館や総合運動公園の整備で、町民

がスポーツに親しむ機会を作ります。
◦高速開通を見据えて、町の賑わいを創出

します。

後期基本計画

問（
吉
川
）　

総
合
計
画
は
ま

ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
が
、あ
ま
り
に
総
花
的
で
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

具
体
的
な
目
標
が
分
か
り
に
く

い
。数
値
目
標
に
対
す
る
見
直

し
の
作
業
は
誰
が
す
る
の
か
。

答
企
画
政
策
課
が
、各
課
の

取
り
ま
と
め
を
す
る
。

問（
眞
原
）　

総
合
計
画
の
実

施
計
画
分
野
と
行
財
政
改
革

分
野
は
相
反
す
る
内
容
だ
。事

業
の
結
果
を
出
す
た
め
に
は

財
政
出
動
が
必
至
だ
が
、そ
の

整
合
性
へ
の
説
明
は
。

答
町
単
独
の
財
政
は
厳
し
い

が
、国
県
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、事
業
の
優
先
性
や
重
点
性

を
考
え
な
が
ら
計
画
を
推
進

す
る
。

問（
中
村
）　

総
合
計
画
は
誰

の
も
の
か
。計
画
し
て
も
、達

成
率
が
低
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託

料
は
。

答
町
の
課
題
を
町
が
解
決
す

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
料
は
約

４
０
０
万
円
で
あ
る
。

第2次山都町総合計画の策定　後期基本計画（2020年～2024年）
山都町が目指すまちづくりの最上位計画を承認しました。

　

何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、２
０
６
０
年
に
は
町

の
人
口
が
３
，６
４
９
人
に
落
ち
込
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

『
こ
の
５
年
で
何
を
す
べ
き
か
？
』

　

２
０
２
４
年
、目
指
す
人
口
目
標
。

１
２
，６
０
０
人
！
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条例の制定・改正

条例の制定・一部改正
【
山
都
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

【
山
都
町
が
管
理
す
る
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
に
関
す
る

 

条
例
の
一
部
改
正
】

【
山
都
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

【
山
都
町
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
の
制
定
】

【
山
都
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
】

（
目
的
）　

成
年
被
後
見
人
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
、要
件
を
満
た
し
た
成

年
被
後
見
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
前
…「
満
15
歳
未
満
の
者
及
び
成
年
被
後
見
人
に
つ
い
て
は
、印
鑑
の
登

録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

改
正
後
…「
満
15
歳
未
満
の
者
及
び
意
志
能
力
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、

印
鑑
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

※
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
、「
意
志
能
力
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
・・
で
き

な
い
。」と
い
う
否
定
的
文
言
を
、肯
定
的
に
書
き
替
え
ら
れ
な
い
か
と
異

議
が
あ
っ
た
が
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
目
的
）　

町
道
の
新
設
又
は
改
築
の
場
合
に
お
け
る
自
転
車
通
行
帯
及
び

自
転
車
道
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

（
背
景
）　
自
転
車
利
用
は
、日
常
生
活
の
利
便
、健
康
志
向
、災
害
時
の
交

通
維
持
手
段
と
し
て
、そ
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。平
成
29

年
、自
転
車
活
用
推
進
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、地
方
自

治
体
で
も
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
策
定
し
、関
係
す
る
条
例
の

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

（
目
的
）　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
山
都
町
水
道
事
業
と
山
都
町
簡
易
水
道

等
事
業
を
事
業
統
合
し
た
新
た
な
山
都
町
水
道
事
業
を
経
営
す

る
に
当
た
り
、関
係
条
例
の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。

（
背
景
）　

山
都
町
水
道
事
業
が
新
体
制
と
な
り
ま
す
。簡
易
水
道
事
業
は

大
矢
野
原
簡
易
水
道
の
み
と
な
り
、そ
の
他
は
山
都
町
水
道
事
業

が
運
営
し
ま
す
。

(

目
的)　

森
林
環
境
税
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、基
金
を
設
置
す
る
事
と

し
ま
し
た
。

（
背
景
）　
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境

譲
与
税
は
、単
年
度
の
余
剰
分

を
積
み
立
て
る
こ
と
が
出
来
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
使
途
に
つ

い
て
は
、森
林
の
維
持
、林
業
従

事
者
の
育
成
、教
育
等
検
討
中
で

す
。

(

目
的)　

債
権
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例
の

整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
保
証
人
の
保
護
に
関
す
る
規
定

（
改
正
後
）（
連
帯
保
証
が
見
直
さ
れ
）「
入
居

者
の
保
証
人
の
保
証
極
度
額
を
、

入
居
者
の
入
居
時
の
家
賃
６
箇

月
分
と
す
る
。」

◦
法
定
利
率
に
関
す
る
規
定

（
改
正
後
）低
金
利
時
代
が
続
く
な
か
で
、民

法
に
定
め
ら
れ
た
年
利
率
５
％
は

高
す
ぎ
る
と
し
、３
％
に
見
直
さ

れ
た
が
、今
後
金
利
動
向
に
よ
り

３
年
ご
と
に
見
直
し
が
な
さ
れ
る

た
め
、「
法
定
利
率
」と
用
語
を
改

め
た
も
の
で
す
。

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　／：採決なし

議　件　名 議　決
年月日 採決結果

眞
原

西
田

中
村

矢
仁
田

興
梠

藤
川（
多
）

甲
斐

飯
開

吉
川

藤
原

後
藤

藤
川（
憲
）

藤
澤

議案第5号 山都町印鑑の登録及び証明に関
する条例の一部改正について

R2.3.9 可決 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和2年第1回定例会　賛否の公表

9 議会だより「山都」 第36号



★見上げてみよう! 山都町の星空★

議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
役
場 

議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

6月の予定です。
傍聴にお越しください。

編

後
集

記

　
一
月
に
始
ま
っ
た「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
、一
体
私
た
ち
は
何
を
試
さ
れ
て
い
る
の
か

と
考
え
る
日
々
で
す
。私
た
ち
の
人
間
と
し
て
の
生
き

る
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
日
、対
応
に
追
わ
れ
る
政
府
や
大
都
市
の
首
長
を

見
る
に
つ
け
、国
民
の
大
部
分
が
消
費
者
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
日
本
の
脆
弱
さ
を
感
じ
ま
す
。そ
し
て
、都
市
部

の
消
費
者
を
支
え
る
田

舎
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ

を
再
認
識
し
、早
く
こ
の

忌
ま
わ
し
い
感
染
症
が

終
息
す
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
吉
川
美
加
）

同　意

本誌で掲載していない3月定例会の
議案と議決結果は、山都町HPに掲載
してあります。

 

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
工
藤
　
文
範

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
眞
原
　
　
誠

副
委
員
長
　
興
梠
　
　
誠

委
　
　
員
　
中
村
　
五
彦

　
　
　
　
　
吉
川
　
美
加

　
　
　
　
　
後
藤
　
壽
廣

【債権の放棄】
　菊池市泗水町に町が所有していた旧菅原
泗水工場跡地を、個人と賃貸借契約を締結
していました。借地料の返還が滞る中、返済
を要求し裁判も起こしましたが、当人が生活
困窮した状況にあるため督促を停止し、この
債権を放棄しました。今後は土地評価の鑑
定に基づき、売却する手続きに移ることになり
ました。

　山都町教育委員と、山都町固定資産評価審
査委員会委員の選任について同意しました。
〇山都町教育委員　栗屋美加さん（２期目）
〇山都町固定資産評価審査委員会委員
　（３名とも再任）
　上野善宏さん、片岡教行さん、後藤冠さん

【
山
都
町
星
空
環
境
保
全
条
例
】

（
目
的
）　

こ
の
条
例
は
、山
都
町
が
天
文
台
を
有
す
る
町
と
し
て
、天
体

観
測
に
適
し
た
環
境
を
後
世
へ
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、町
民
の
生
活
と
生
産
に
必
要
な
照
明
を

確
保
し
つ
つ
光
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、美
し
い
星
空

環
境
を
保
全
し
、も
っ
て
天
文
の
啓
発
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

（
背
景
）　

条
例
制
定
の
き
っ
か
け
は
、昨
年
の
子
ど
も
議
会
で
の
中
学

生
議
員
か
ら
の
提
案
で
し
た
。合
併
前
に
は
清
和
村
の
星
空

条
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、合
併
後
に
消
滅
し
て
い
ま
し
た
。こ

の
条
例
に
は
、罰
則
の
規
定
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、む
や
み
に

光
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、漏
れ
出
る
光
に
つ
い
て
考
え

て
い
こ
う
と
い
う
理
念
条
例
で
あ
る
と
の
理
解
で
可
決
し
ま

し
た
。

（写真）清和天文台から撮影できる天の川
いつまでも、この空が山都町の誇りであることを願います。


